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（Dickens 1966: III. 23）、最終章で彼女が、医師であるアラン・ウッドコートと結婚し、後見人
であったジョン・ジャーンダイスから贈られたヨークシャーの屋敷（新たな「荒涼館」）に住
まいするようになって七年が経ったと述べている箇所（Dickens 1966: LXVII. 877）21) などを除
けば、大法官裁判所の開廷期 22) と休廷期の移り変わりくらいしか歳月の経過にかんする情報
は得られないのだ。
　とはいうものの、街路照明としてガス灯が用いられている（Dickens 1966: X. 135）いっぽう








太子から国王に登位したジョージ四世（Dickens 1966: XII. 159）が崩御した１８３０年（二十
数年ぶりにホィッグ党からトーリー党への政権交替が生じた年でもある）ないしは１８３１年
ころであると推断することは不合理ではない。じっさいに当代の君主が（女王ではなく）国王
























なかの鳥たち」（Nabokov 1980: 69）26) である。『荒涼館』第一章冒頭で克明に描かれる「現実
の霧と泥」（Nabokov 1980: 72）は、たんに十一月のロンドンの写実的な再現にとどまること















ている（Dickens 1966: V. 55）。それらの鳥たちはおおむね短命であった。
　鳥たちの名前とは、「希望、喜び、青春、平和、安息、命、塵、燃え殻、ごみ、欠乏、破滅、
絶望、狂気、死、狡猾、愚行、言葉、鬘、襤褸、羊皮紙、強奪、先例、隠語、戯言、菠薐草」





らしている下宿の主人である──「古着・古瓶問屋」と「船具商」［Dickens 1966: V. 49］を営
んでいる──クルックによってエスタたちに伝えられることから、ナボコフは、ミス・フライ
トがそれまでに繰り返し、詠嘆しつつ強調してきた「青春、希望、美」（Dickens 1966: III. 32）
という三つのもののうちから（本来は含まれていたはずの）「美」が除外されているのではな

















の鳥たちを全部自由にしたことを、涙ながらにエスタに告げるのだった（Dickens 1966: LXV. 
871）。
　大法官裁判所のおかれたリンカン法曹学院で、はじめてミス・フライトに挨拶されたときに、
























るだけで、なにひとつ売り払われることがないように思われた」（Dickens 1966: V. 49）と記さ
れる。そこは、ひたすら貯え、停滞を生じさせるだけの場所である。価値があるのかないのか
さえ判断しがたい品物や書類が、いつ果てるとも知れず雑然と蓄積され続け、場合によっては


















束を見つけ、タルキングホーン弁護士に渡していたことが判明する（Dickens 1966: LIV. 731, 
LV. 757）。すでにタルキングホーンは、ネーモーの死後、十字路掃除人の少年ジョーに案内さ
せて、ネーモーの住んでいた下宿、埋葬された共同墓地──「死のすぐそばで生のあらゆる
悪が活動し、生のすぐそばで死のあらゆる毒素が活動している」（Dickens 1966: XI. 151）場所


























みおとされた」（Dickens 1966: XXXII. 456）死と称されるものにより、黙っていてもいずれ自
然に燃えつきてしまうはずであったクルックの肉体は、内部の腐朽によって自然に倒壊してし












君主、高位聖職者、高級官僚、紳士貴顕に訴えかける箇所（Dickens 1966: XLVII. 649）で駆使
されているものもまた、カーライル的な頓呼法である（Nabokov 1980: 94）。
　ジョーばかりでなく、母親代わりであった伯母ミス・バーバリからつねに罪の意識を吹きこ






































ない人物のひとりでもある（Dickens 1966: XXXI. 430）。ネーモーが埋葬された場所であり、の


















































が判明するのは、かなりあとになってからのことである（Dickens 1966: LVII. 773-77）。バケッ
ト警部からそのことを聞かされたエスタは、あとでスキムポール本人に問い糺さずにいられな







































　タルキングホーンの死の場面（Dickens 1966: XLVIII. 662-65）は、きわめて技巧的に組み立
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てられている。この箇所を読むとき、読者は、これまでにも作品中で同じ部屋が出てくるたび




　そしてその身振りは、「太い人差し指」（Dickens 1966: XXIV. 349）のもちぬしであるバケッ











































ような気がする（Dickens 1966: XVIII. 250）。のちになってチェスニ ・ーウォールド近くの森で、
デッドロック令夫人から実の親子であることを打ち明けられるとき、エスタは、「相似してい
るという形跡」を取り除き、母がみずからの恥辱を想起することがないようにしてくれた、「自











めている（Dickens 1966: LXIV. 861）。裏を返すならば、一時的に損なわれていた容貌が旧に復
したことが意味されているといえるはずである。











































とを「東の風が吹いている」（Dickens 1966: VI. 64）という喩えで表わす口癖のある彼は、憤
懣や鬱屈に襲われると決まって「不平の間」（Growlery）と呼ばれる部屋（Dickens 1966: VIII. 
94）に閉じこもるのである。




ジェリビーや、「強欲な」（Dickens 1966: VIII. 100）慈善事業家ミセス・パーディグルにたいして、
苦々しい思いをいだきながらも助力を与えている 47)。ナボコフは、この人物の「ドン・キホー
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　そうした立場に立つとき、社会秩序の維持よりもまず家庭の平和のほうが優先されるのは当
然のことだろう 50)。「不正に屈することのない」（Dickens 1966: XXIV. 351）ジャーンダイスは、
きわめて狭い範囲内で正義を守ろうとしているにすぎない。その姿勢は、機能不全に陥った強
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Fogs and Changes: Vladimir Nabokov＇s Reading of Bleak House
SUZUKI Akira
Vladimir Nabokov, in spite of confessing that he was mentally prevented from re-reading 
Charles Dickens by his memory about his father who “had read every word Dickens wrote” and 
read aloud to his children Great Expectations (and who also was one of the earliest contributors 
to The Dickensian), chose Dickens＇s Bleak House (1852-1853) as the second book he was going 
teach in his lectures at Cornell University (＂Masterpieces in European Fiction＂) following Jane 
Austen＇s Mansfield Park.  As with the case of Mansfield Park, Nabokov＇s selection was directly 
influenced by Edmund Wilson＇s advice.
According to Nabokov, when reading Austen, we have to “slip into a certain mood” and “focus 
our eyes in a certain way,” and his “objective method” couldn＇t help becoming “an approach 
through the prism of the culture that her [Austen＇s] young ladies and gentlemen had imbibed 
from the cool fountainhead of the eighteenth and young nineteenth centuries.”  Nabokov says 
that “[i]n the case of Dickens the values are new”; that is to say, there is no necessity of attuning 
to the author＇s idiosyncratic sympathy to a particular historical or cultural moment, and we can 
read Dickens as if he were our contemporary chiefly by virtue of his style.  Hence, it follows that 
one of the matters of concern for Nabokov is to sweep out the sociological or political implications 
critics crave to detect in the text of Bleak House, even if it cannot be denied that it contains the 
most strenuous assault on various abuses and injustices of the English legal system represented 
by the inefficacy of the Court of Chancery.  
Nabokov points out that “[t]he study of the sociological or political impact of literature has to 
be devised for those who are by temperament or education immune to the authentic vibrancy of 
authentic literature.” In terms of his debt to Wilson＇s advice it seems to be slightly ironical that “[t]he 
sociological side, brilliantly stressed by Edmund Wilson in his collection of essays, The Wound 
and Bow” is rejected by Nabokov as being “neither interesting nor important.”
Generally speaking, the reader of Bleak House  can make much profit from the critical 
paraphernalia provided by Nabokov: seven things to notice while reading the book, three main 
themes, eight particular structural features, and thirteen characteristics of the Dickensian style. 
We must consider these entries as well as what remains undiscussed in Nabokov＇s argument: the 
relationship between the recurrence of terms or images and the text＇s thematic coherence. 
